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MSDのグローバルNGO支援プログラム「MSD for Mothers」 

ジョイセフによるカンボジアでの母子・思春期保健サービス強化プロジェクトを選出 

MSD株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：カイル・タトル、以下 「MSD」）は、この
たび、グローバルNGO支援プログラム「MSD for Mothers」に、公益財団法人 ジョイセフ（東京都新宿
区、理事長：勝部 まゆみ、以下「ジョイセフ」）が選出されたことをお知らせします。ジョイセフが
カンボジアにおいて実施する思春期および先住民・少数民族の女性の健康改善に向けた3カ年プロジェ
クト「カンボジア北部における母子・思春期保健サービス強化プロジェクト」に対して、約81万ドル
（約1億2,150万円）が拠出されます。 

MSD for Mothers は、妊娠や出産に関連した要因による女性の死をゼロにすることを目指す、MSDのグ
ローバルCSR活動です。MSDのビジネスおよび科学的なリソースを活用しながら、MSD for Mothersは
支援先と連携して、妊娠中および産前産後の女性の健康と幸福の向上に取り組んでいます。2011年の
設立以来、世界中の196のパートナーと連携し、これまでに70カ国以上で275件のプロジェクトを支援
してきました。日本からは、ジョイセフによるミャンマーでの妊産婦支援プロジェクト「家族計画・妊
産婦保健サービス利用促進プロジェクト ～社会・文化的バリアを越えて～」（2019年～2023年）*1が
選ばれており、今回が2回目の選出となります。 

*1: 支援活動の詳細は以下を参照：https://www.msd.co.jp/about/stories/interview-msdformothers/  

MSD代表取締役社長のカイル・タトルは、「今回、MSD for Mothersプログラムの支援先として、日本
のNGOであるジョイセフが再び選ばれたことを大変喜ばしく思います。日本およびアジア太平洋地域に
拠点を置く企業として、妊産婦さんや思春期の女性の健康を守ることに重点を置いたジョイセフの重要
な活動をカンボジアにおいても引き続き支援できることは、大変意義深いと考えています。」と述べて
います。 
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カンボジアは、出生10万あたりの妊産婦死亡数である「妊産婦死亡率」が東南アジア地域で最も高い国
です*2。支援対象プロジェクトの実施地域であるスタントレン州は、首都のプノンペンから480キロ離れ
た北部の僻地にあり、車での移動に6~7時間かかります。10代の妊娠の割合がカンボジアで最も高い州
であり、高い貧困率や早婚の習慣、広大な森林や数多くの河川に覆われている地理的な特性に伴う医療
サービスへの不十分なアクセスなどが課題として挙げられています。 

ジョイセフ理事長の勝部 まゆみは、「今回のプロジェクトでは、カンボジア国内で最も状況が厳しい
州のひとつである、スタントレン州の脆弱な状況にある妊娠可能年齢の女性、特に10代や先住民・少数
の女性に対して、人材養成を通じた質の高い母子保健ケアおよび家族計画サービス、さらにユースフレ
ンドリーな保健サービスへのアクセスの改善を目指します。現地NGOと州保健局との協業を通じて、保
健センターで妊産婦および若者へのサービスを提供している医療従事者や、地域の開発計画を司る地方
行政官を対象とした研修やメンタリング支援、学校教師をはじめ、思春期の青少年を取り巻くコミュニ
ティへの働きかけも行う予定です。また、ユースボランティアや大人サポーターによる地域に根付いた
啓発活動が継続される仕組みづくりを目指し、持続可能な改善計画と体制整備にも貢献できればと考え
ています」と述べています。 

*2: World Health Organization, UNICEF, United Nations Population Fund and The World Bank, Trends in Maternal 

Mortality: 2000 to 2020 WHO, Geneva, 2023. https://data.unicef.org/topic/maternal-health/maternal-mortality/  

MSD for Mothersは、国連が2015年9月に採択した「持続可能な開発目標（Sustainable Development 
Goals; SDGs） 3.1」において提唱されている「2030年までに世界の妊産婦死亡率を出生10万あたり70
未満に減らすことを目指す」というグローバルな課題解決に向けて、各国の妊産婦死亡率減少と妊産婦
保健改善の取り組みを支援しています。 

MSDは引き続き、グローバル支援プログラムを通じて、妊産婦保健の向上に取り組むNGOを支援し、
地域の女性ニーズに対応してまいります。 

 

 
MSDについて 
MSD（Merck & Co., Inc., Rahway, NJ, USAが米国とカナダ以外の国と地域で事業を行う際に使用してい
る名称）は、「最先端のサイエンスを駆使して、世界中の人々の生命を救い、生活を改善する」とい
うパーパスのもとに結束し、130年以上にわたり、重要な医薬品やワクチンの開発を通して人類に希
望をもたらしてきました。私たちは、世界トップクラスの研究開発型バイオ医薬品企業を目指し、人
類や動物の疾患予防や治療に寄与する革新的なヘルスケア・ソリューションを提供するために、研究
開発の最前線で活動しています。また、私たちは、多様かつ包括的な職場環境を醸成し、世界中の
人々と地域社会に安全で持続可能かつ健康な未来をもたらすため、責任ある経営を日々行っています。
MSDの詳細については、弊社ウェブサイト（www.msd.co.jp）やFacebook、Instagram、YouTubeを
ご参照ください。 

 

https://data.unicef.org/topic/maternal-health/maternal-mortality/
http://www.msd.co.jp/
https://www.facebook.com/msd.co.jp/
https://www.instagram.com/msdjapan/
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ジョイセフについて 

ジョイセフは、すべての人が自分の意思で生き方を選択できる世界をめざして、基本的人権である
SRHR（性と生殖に関する健康と権利）を推進する、日本生まれの国際協力NGOです。とりわけ、アフ
リカやアジアの中低所得地域で支援活動を実施。これまで半世紀以上にわたり、43の国と地域で、妊
娠・出産・安全でない中絶によって亡くなる女性を減らすための支援、意図しない妊娠を防いで女性の
人権を守るための家族計画の推進、性感染症の予防、SRHR推進のための啓発や教育、アドボカシーを
行ってきました。 2017年に第1回ジャパンSDGsアワードのパートナーシップ賞を受賞。ウェブサイ
ト： https://www.joicfp.or.jp/ 
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お問い合わせ先 

MSD株式会社 広報部門 伊東 直哉 

携帯：070-3193-2501 
e-mail：naoya.ito@merck.com 

 

公益財団法人 ジョイセフ 

プログラムオフィサー ウォード涼子 

電話番号（代表）：03-5312-5090 
e-mail：rward@joicfp.or.jp 

https://www.joicfp.or.jp/

